洪命憙が東京で通った2つの学校

―東洋商業学校と大成中学校―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波田野　節子

はじめに

　『林巨正』の作者洪命憙（1888～1868）は1906（明治39）年から1910(明治43)年まで、東京に留学している。筆者は前回の論文｢洪命憙の東京留学時代｣において、この時代の彼の活動を著作物も含めて概観した。その後、洪命憙が在籍した大成中学校の後身である大成高等学校を訪問して校長にインタビューする機会を得、またその際にいただいた同校の卒業者名簿や学校史によって洪命憙の学校時代をもう少し具体的に知ることができたので、その結果をここでまとめておきたい。

　

１．「大成経営者」杉浦鋼太郎

洪命憙の「自叙伝」の中には3回にわたって｢大成経営者｣という言葉が出てくる。1度目は、洪命憙が大成中学校に入学することになったのは下宿先の主人が「大成経営者」と同郷だから紹介してやると言ったからだという部分
、2度目は、大成中学校に入ろうと決めた洪命憙がとりあえず籍をおいたのが「大成経営者」の経営する「東洋商学校」であったという部分
、そして３度目は、首席で5年生に進級した洪命憙が「萬朝報」に優等生として写真入りで紹介されたのは「大成経営者」がひどく賞賛したためらしいという部分である
。

この「大成経営者」とは、大成中学校を創立して校主となった杉浦鋼太郎（1858～1942）をさすと思われる。大成中学校の後身である大成高等学校が刊行した『大成七十年史』によると、杉浦鋼太郎は名古屋出身の教育事業家である
。明治21(1888)年、官立学校受験生のための予備校「大成学館」を九段中坂に設立し、翌年そこに「国語伝習所」を併設した。大八洲学会という国粋的な団体に属していた杉浦は、その関係で落合直文を中心に著名な国語国文学者たちを「国語伝習所」の講師として迎え、機関雑誌として「国文」を発行した。また女子教育のために通信教育用「女子講義録」を刊行し、明治36（1903）年には友人とともに東京高等女学校を創立している。大成学館では理科教育を重視して物理・化学の講義に重きをおいたので、医学校へ進む者が多く集まったという
。

「大成学館」と「国語伝習所」の生徒数が増加したため、杉浦は学校を一時神田区仲猿楽町に移してから、明治28（1895）年に神田区の三崎町に校舎を新築して移転し、明治30（1897）年に「大成学館尋常中学」を設立した
。「大成学館尋常中学」は設立2年後に中学校令改正で「私立大成中学校」と改称し、昭和11年文部省指示で「大成中学校」になり、戦後の学制改革で「大成高等学校」となって、現在は三鷹市に移転している。洪命憙が明治40年から43年まで在籍したのは「私立大成中学校」であるが、本稿では当時一般的であった略称にしたがって「大成中学校」と呼ぶことにする。

２．東洋商業学校

明治36年に専門学校令が公布されると杉浦は翌明治37（1904）年に日本で最初の私立商業学校である「東洋商業専門学校」を設立したが、学生があつまらず2年後の明治39(1906)年にはこれを明治大学に合併させて、かわりに甲種商業学校の「東洋商業学校」を設立した
。洪命憙が大成中学校編入に先立って「東洋商学校予科2年に補欠入学」したのは、この年である。東京遊学を望む地方人を対象に博文館から明治42(1909)年に刊行された『最近調査男子東京遊学案内』を見ると、東洋商業学校の項は以下のようになっている。

位　置　　神田区三崎町一丁目十一番地にあり

目　的　　本稿は文部大臣の認可を受け商業学校甲種程度に基き商業に従事せんと欲する者に必須なる教育をほどこすにあり。

授業時間　毎日午前八時より始む。

学　科　　教科を分かちて予科、本科とす、其学科課程左の如し。

　　　　　予科　　早稲田実業学校と大差なし。(下線引用者)

　　　　　本科　　修身　読書　作文　習字　数学　簿記　地理　歴史　商品　商事要項　英語　経済　法律　理科　商業実践　体操　毎週授業三十三時間

入学期　　入学は毎学年の始めより三十日以内とす。但欠員ある時は学期の始め入学を許す。

修業年限　予科二箇年、本科三箇年

学費　　　入学料金壱円　入学試験料金五拾銭　授業料一箇月予科金弐円　本科金弐円五拾銭

職員　　　校長は子爵秋元興朝氏、幹事文学士大槻快尊氏、同藤沢安三郎氏にして、講師拾余名あり。

学年学期　入学資格　入学試験は早稲田実業学校規程と同じ。

この学校には予科2年と本科3年があった。創立の年にすでに予科2年生の補欠をとっているのは、創立時に予科１、2年と本科1年で新入生を募ったためである
。｢欠員ある時は学期の始め入学を許す｣とあるから、洪命憙は2学期か3学期に「補欠入学」したと推定される。時間的に見て、おそらく2学期目には編入学したのではないか。下宿の主人が杉浦と同郷のよしみで紹介してやると言ったのは、大成中学校ではなく東洋商業学校ではなかったかと思われる。後述するが、当時の大成中学校の編入試験は非常にむずかしく、紹介で入れるようなものではなかったからだ。逆に東洋商業学校は生徒を集めるのに苦労していたことが入学者の人数から窺われる
。洪命憙はこの補欠試験を受けたときのことを問題の内容まで克明に覚えていて｢自叙伝｣に書き残しているが、監督者がひどく親切である。このときの受験者は2人、地理の問題２問のうち１つは「韓国13道の首府」を書けという洪命憙のための問題であり、博物の問題では棘皮動物の特色がわからず席を立とうとした彼に、監督が例でもいいから書きなさいと言って座らせるので、しかたなく「ハリネズミ」と書いて「首席合格」したという。

洪命憙にとって、とりあえず日本の学校に籍をおくことは、日本の学校生活に慣れるという利点があったと思われる。彼が東洋商業学校予科で学んだ学科はどのようなものだったのか。「早稲田実業学校規程と同じ」とあるので該当の箇所を見ると、以下の通りである。

修身：　人倫道徳要旨　　　　　　1時間

読書：　講読、書取　　　　　　　3時間

作文：　記事、書簡文　　　　　　2時間

習字：　行草書、細字　　　　　　2時間

算術：　算術、珠算　　　　　　　4時間

地理：　万国地理　　　　　　　　2時間

歴史：　万国歴史　　　　　　　　2時間

英語：　綴字、読方、訳解、習字　6時間

理科：　理化大意　　　　　　　　2時間

図画：　自在及要器画　　　　　　1時間

体操：　　　　　　　　　　　　　3時間

毎週合計　　　　　 　　　　　　28時間

数学は週4時間、英語は６時間、理科が2時間になっている。洪命憙はこれでは足りないと考えたのだろう。通学のかたわら「数学講習所」と「英語講習所」に学び、そのほかに｢鉱物植物の個人教授｣を受けて入試に備えた
。｢数学講習所｣と｢英語講習所｣は、近くにあった「研数学館」と「正則英語学校」ではないかと思われる。

3．大成中学校

洪命憙が大成中学校在学中にほとんど首席を通したと語っていることについて、姜玲珠は「大成中学校がいわゆる一流学校ではなかったという事情とも関わっている」
と見ている。洪命憙自身も｢自叙伝｣の中で、成績がよいために同級生にそねまれたことを回顧しながら、「平均点70，80点でも席次が1番か2番になったのだから、同級生の低劣さはおおいがたい」とすこし苦々しく書いている。では、そのころ大成中学校の生徒たちのレベルは、実際にはどの程度だったのだろうか。

大成中学校は、明治30年の創立時に1年生だけでなく学年ごとに編入試験をおこなって新入生をとったので、創立2年目の明治31(1898)年に早くも第1回卒業生44名を出しているが、そのうち16名が後に東京帝国大学に進んでいる。明治43（1910）年に卒業した洪命憙より1年後輩の卒業生は、大成中学校は創立当初の一高入学率が高かったので有名校に数えられたが、日露戦争前後に公立中学校が多く新設され私立中学も増えたために事情が変わり、自分のときは近くの順天中学校や東京中学校とほぼ同じレベルだったと書いている
。洪命憙自身は第13回卒業生で、彼の同期74名のうち一高に2名、東京外国語学校に1名、東京工業高等学校にかなりの人数が進んだ
。4年後の大正3(1914)年卒業生は、大成中学校の程度は私立中学校の中で「中の上」くらいで、高等学校、専門学校とくに医専に進学するものが多くて評判はよかったと回想している
。

大成中学校が創立された明治30（1897）年には、東京の公立中学校は東京府尋常中学校1校しかなかった。しかし同33年には府立中学校４校体制が整い
、私立中学校の数も明治30年の16校から同41(1908)年に25校、大正6(1917)年には31校まで増えている
。この他に慶応義塾や明治学院、青山学院など独自性をたもつために各種学校となっていた中等教育機関もあったうえ
、各学校の定員も増えていた。そのために大成中学の評価は相対的に下降していったのであろう。

とはいえ、卒業生たちの回想によると、大成の特色の一つは生徒の水準にばらつきが大きいことだった。第7回（明治37年）卒業生は、「生徒の中には学業の非常によくできる者と、ひどくわるい者とがおり、成績のよい者はどんどん一高などへ進学したものである」
と回想している。とくに編入生には優秀な生徒が多かったという。当時の中学校は生徒の10～20パーセントが落第するのが普通であり、また健康問題や経済的理由などさまざまな事情で中退する者が多かったので
、各中学校では定員を埋めるために編入試験をおこなった。公立の欠員は極めて少なく
、地方から志を立てて上京した若者は私塾などで学びながら自分の程度にあった私立中学校の編入試験に挑戦した。優秀な生徒の中には編入によって飛び級をするものもあった
。明治39（1906）年に大成中学校に入学した李光洙も、一進会の学費が中断したために1年生で中退を余儀なくされたが、翌年官費をえて再留学すると、飛び級して明治学院普通部３年生2学期に編入学している
。大成中学校は他の私立中学校よりも編入学者の割合が高かった
。これには杉浦校主の方針もあったようである
。編入試験は一般に倍率が高かった。大成の場合、明治38（1905）年の5年2学期の編入試験は、11名欠員に対して志望者が208名
、明治44（1911）年4年生1学期の場合は、17名募集に受験生が100人ほどいた
。当時の中学校の新入学試験は公立が3～4倍、私立が1～２倍の競争率であるから、新入に比して編入ははるかに難しかった
。日本にいた5年間のうちで一番一生懸命教科書の勉強をしたのは東洋商学校に在籍しながら中学受験準備をしたときで、食べる時間と眠る時間以外は教科書に没頭したと、洪命憙は書いている
。この難関を突破して、洪命憙は明治40（1907）年4月に大成中学校3年生に編入学した。このときの競争率は不明だが、やはりかなり高かったに違いない。

４．大成中学校の生徒たち

編入学者の優秀さと彼らが学校でかもし出していた雰囲気について、卒業生たちはこんなふうに回想している。

「一年からのはえ抜きの生徒は割合に少なく、途中から編入学した生徒が多かった。四年、五年と上級になるほど編入者が増加し、頭デッカチの構成で、そのうえ優劣の差がはなはだしく、特に変態入学者（正規の段階を踏まず、実力試験で編入学したもの）の中には、抜群の秀才や豪傑がたくさんおった。しかも進級試験など眼中になく、もっぱら実力養成を主とし、教科書の勉強などは申しわけ程度で、高度の学習に余念がなかった」

「わが大成中学校は、この途中編入に広く門戸を開いていたので、四年、五年になると、下級学年とはうって変わり地方色がきわめて豊かとなっていたようである。いずれも郷里の中学校をあとにして、上京した者どもであるから、どこか尋常一様でない一癖者が多かった。秀才もおれば努力型もあり、いわば野人の集まりであって、公立の中学校とはふんい気を異にした、なにか型にはまらない闊達の気風がただようていた。」

後者は洪命憙の1年後輩であり、「中には二十歳を越えたものもいた」
とも書いている。洪命憙のことを思い浮かべていたのかもしれない。

ただし編入者がつねに成績がよかったわけではない。ある学生は一高をねらって大成中学校に編入してみたものの遊び癖がとれず、結局｢特別卒業｣させてもらったという
。そのころ大成中学校では卒業時に各科目の点数をしるして成績順に卒業生の一覧を印刷していたが、中には特別に点数の記入のないまま卒業させることもあった。それが｢特別卒業｣である。ずっと首席を通しながら3学期に突然帰国してしまった洪命憙に対して、あとで中学校から卒業証書が送られてきたというが、それもこの｢特別卒業｣だったと思われる。

ところで「自叙伝」の中で洪命憙は、「4年生のときの学年試験で私をおさえて１位だった関沼某は現在医学博士としてかなりの名声を得ているというが、あまりぱっとしない
その人物では、試験場で私のライバルになるには実のところ少々不足であった」
と書いているが、第13回卒業生に「関沼」という姓は見あたらない。「関」と「鯉沼」の姓があるので、洪命憙が｢関｣と「鯉沼」を混同して記憶したのではないかと想像される。洪命憙と同期卒業生の鯉沼茆吾氏は4年生からの編入生で、5年生のときは級長をしていた。卒業後一高から東京帝大に進んで医学博士となり、1967年の｢大成七十年史｣編纂時には名古屋大学名誉教授として健在で
、「みそしるのにおい」という文を寄せている。その中で鯉沼氏は、洪命憙のことを次のように回想している。

「同級生に洪命熹という半島人がいた。たいへん績の良い人で、特に記憶力がよく、いつも級の一番か二番を占めていた。南鮮か北鮮かわからないが、このごろどうしていることであろうか。」

洪命憙はこの『大成七十年史』の刊行された翌年に北朝鮮で没している。

５．大成中学校の教師たち

『大成七十年史』の中では多くの卒業生が大成でおそわった教師を懐かしんでいる。洪命憙はどんな教師たちに教わったのか、卒業生たちの回想から見てみよう。

洪命憙が「大成経営者」と呼んだ大成中学校と東洋商業学校の校主杉浦鋼太郎に当時の生徒たち彼につけたあだ名は「アンパン」だった。由来は校門付近でアンパンが売られていたからだという説もあるがはっきりしない。洪命憙が編入したときの校長は、杉浦校主が大八洲学会の関係で招請した小杉榲邨という国学者だった。翌年から第４代校長になった高津鍬三郎は一高教授から文部省役人を経て教育者になった人で、やはり国文学の造詣が深かった。彼はそれまでの校長とちがって毎日登校し、実質的には初代校長ともいうべき存在であったという。

卒業生たちの誰もが大成教師の筆頭として回顧するのは、国語担当の平田盛胤である。国学者平田篤胤の曾孫(養子)で神田大明神の神主でもあり、国語伝習所の講師もしていた。創立時から昭和まで在職したが、威風堂々とした美男子でつねに和服で通した。あだ名は「あそん（朝臣）」である。漢文の講師の川合孝太郎も風格のある漢学者で、後に早稲田大学教授になった。やはり和服を着て江戸弁で講じ、講義の冒頭に「まことにはや！」と言うのが口癖で、目薬の広告人物とよく似ていることから「大学目薬」と呼ばれていた。数学担当の遠藤又造は当時の中等学校で使用された幾何教科書の著者として知られており、大成でも当然その教科書を使っていた。天井をにらんで離す癖があり、学習院女子部の教授なので、女子生徒の顔を見ないようにしているうちに癖になったという説があった。体育主任の松林亀作は、顔にあばたがあるので｢ガンモドキ｣だった。

洪命憙は「自叙伝」の中で、英語と地理・歴史担当の2人の教師を回想している。残念ながら、よくない思い出である。

「できそこないの英語教師ひとりは、授業中にお前たちがあの韓国人にも及ばないのは、日本男児の恥だと学生を激励しながら私に対する憎悪をあおりたて、ひねくれものの地理・歴史の主任教師は、だれそれは韓国の総理大臣候補だと韓国を軽蔑する口調で言ったために、同級生のなかで憎悪心旺盛なものは私を侮辱しようという意図で“総理”というあだ名をつけ、そう呼ぶことさえあった」

これが何年生のときのことなのかは明らかでない。「自叙伝」の最後の部分なので、学校時代の終わりの方ではないかと想像される。同級生だった鯉沼氏の回想によれば、洪命憙が5年生のときの英語担任は山川信次郎という教師だった。教授法にすぐれ、入学試験に役立つような英語を教えたという。だが『大成七十年史』をめくってみると、なかなか癖のある教師だったようだ。大正期卒業生の一人は、「みずから猛悪と称していたほどやかましい先生」
で授業中に何かあると生徒に運動場を走らせたと回想し、またある昭和初期卒業生は、「漱石の『坊ちゃん』に出てくる赤シャツのモデルとか言われた。背の特別低い小柄な先生だった。生徒がたちの悪いことをすると、よくなぐった」
と書いている。山川は夏目漱石と一高時代から交友があり、漱石に薦められて熊本の旧制第五中学に赴任したことがあり、作品のモデルにもなっているという
。洪命憙在学中の英語教師としては、ほかに、後に帝大教授になった他に箭内亘、背が高くていつも大きな鞄を下げている格好が高利貸しを思わせるので｢アイス｣と呼ばれた石川鶴次郎という教師などがいる。

歴史・地理教師として当時の卒業生の回想に出てくるのは、江戸千太郎という人物である。この人は明治42（1909）年すなわち洪命憙が5年生のときに大成中学校を辞して外務省に入り、昭和のはじめハンブルグの総領事となったが自動車事故で客死した
。彼がはたして該当教師なのかどうかは、わからない
。それにしても洪命憙は「韓国の総理大臣」にはならなかったが、のちに北朝鮮で副首相を務めることになった。はからずも「ひねくれものの歴史・地理主任教師」の予言は一部あたったわけである。

６．大成中学校の場所と校舎

明治39（1906）年に日本に来た洪命憙は、まず新橋前の旅館に投宿してから、本郷区にある旅館兼下宿に移り、そこに半年ほどいた。この下宿の主人が「大成経営者」と同郷の名古屋出身だったのだろう。ここで洪命憙は同じ下宿にいた李光洙や文一平と知り合った。李光洙はある座談会で洪命憙との出会いを回顧して、下宿は｢本郷区元町の玉眞館｣だったと語っている
。明治末の元町は現在の文京区本郷１、２丁目のあたりである。本郷本郷区のはずれで、大成中学校のあった神田区と神田川をはさんで接していた。元町から水道橋を通って神田川をわたると左角に東洋商業学校があり、そのならびに大成中学校があった。洪命憙は、投宿先の目と鼻の先にある学校に行くことを、その下宿の主人の言葉ひとつで決めてしまったわけである。｢速成に苦労する必要がなかったので、中学校からやっていこうと決め｣た洪命憙にとっては、中学ならどこでもよかったのだろう。

ところで彼は大成に決めたのは、下宿の主人の勧めのほかに｢別の理由がないわけではなかった｣とも書いている。どんな理由なのだろうか。当時の大成中学校は、国語伝習所に有名な学者をあつめていたため国漢分野に強いと言われていたが
、それが理由であったとは思われない。漢文は故国でいやになるほど読んでいたし、日本の国学が彼の興味をひいたという形跡もないからだ。洪命憙が大成中学校に行く気になったのは、物理・化学の講義に力を入れ、医学や工学の方面に進む卒業を輩出しているという大成学館時代からの伝統にひかれたからではないかと思う。

大成中学校は神田区三崎町1丁目2番地にあった。水道橋から一ッ橋まで、左側には東洋商業学校、大成中学、水原産婆学校と付属病院（水原秋桜子の実家だという）、仏英和高女（白百合）、東京中学、神保町をこえて一ッ橋に東京外国語学校、そして右側には東京歯科医専、大成中学校のすじむかいに研数学館、少し裏手に順天中学、専修大学、日本大学、一ッ橋に女子職業学校（共立女子大）、東京高等商業などが立ちならぶ学校街であった
。第１図は『大成七十年史』の編者の作成した当時の地図である
。二階の欄干に信者の女性や牧師の姿が見えるバプティスト教会のとなり
、十数間の板塀と角材の門柱の立っているところが大成中学校だった。門標の右には「大成中学校」左には｢国語伝習所｣(落合直文の筆になるという)と書かれた門標が掛かっており、夕方からは伝習所の授業が行われた。当時の三崎は東京の盛り場の一つであり、学校の近くに三崎座、東京座、川上座などの芝居小屋があって、生徒の中には昼休みに抜け出して立ち見をする輩もいた
。現在、東洋商業学校は東洋高等学校として、また三崎町教会は瀟洒なコンクリートの建築物に変わって同じ場所にある。その隣、昔大成中学校のあったところは今では日本大学経済学部の一部になっている。

第２図は同じく当時『七十年史』編者による当時の校舎の想像再現図である
。門を入ると右側に小屋があり、そこに体操教師の生徒監がいて遅刻の説教や服装点検をした。大成の生徒は白いゲートルを着用することになっていて、おしゃれな生徒は校門を出るとすぐにゲートルをはずしたという
。家庭との連絡用に生徒手帳のような通信簿を携帯することも義務付けられていた
。小屋の先にあるペンキ塗りの建物が本館（第一棟）で、一階は事務所と教員室と銃器室、二階が教室になっていた。門を入って左手は長い二階建校舎（第二棟）で、その一階一番奥の教室が理化室だった。校主が物理・化学に力を入れていたため、設立当初は程度の高い器具を備えた理化室と準備室だったらしいが
、洪命憙の入ったころは｢実験室もかたばかり｣と嘆かれるような状態だった
。第一棟と第二棟のあいだを抜けると、もうひとつ二階建ての校舎があり（第三棟）、そこから左にまがって百メートルくらい行ったところに民家に囲まれた500坪ほどの運動場があった。このグランドは東洋商業学校の運動場にもなっており、隅に一階が柔剣道場、二階が教室の校舎があった（第四棟）。ある朝、運動上で洪命憙たちが「オイチニ、オイチニ」と声をかけて体操していると、どこからか味噌汁のにおいがただよってきた。茶目気のある生徒が「ミソシルのにおい、ミソシルのにおい」と調子をつけて号令を掛けたので、みんな爆笑したことがあった
。写真

洪命憙が3年間学んだこの校舎は、彼が日本を離れて3年後、大正2(1913)年2月の神田大火によって焼失した。そのとき持ち出されて無事だった学校書類は、大正12(1923)年の関東大震災のさいにほとんどが燃えてしまった。洪命憙の学籍簿や卒業名簿などもこのとき焼失したようである。現在大成高等学校に保管されている卒業者名簿は、戦前に関係者と卒業生たちが記憶をもちよって再作成したものだということで
、名前と住所しか記載されていない。とはいえ、それだけでも昭和20(1945)年の戦災のときに持ち出されたのは幸いであった。明治末期に洪命憙がこの大成中学校に学んだことを証明する日本側資料は、この卒業者名簿と『大成七十年史』に載った同級生鯉沼茆吾氏の回想「みそしるのにおい」のみである。

５．経済生活

　ある対談中洪命憙は、東京留学時には父から月に25円の仕送りを受け、その他に50円、100円と貰っていたので本を買う金には事欠かなかったと語っている
。一方、李光洙は一進会留学生として来日したときから官費留学生となって卒業するまで、ずっと月20円を支給されたという
。洪命憙の滞在は明治39(1906)年から43（1910）年、李光洙は明治38（1905）年から同じく43年までである。このころ彼らが受け取っていた金額は、当時の日本の中学生たちと比べてどれほどの水準であったのかを見たい。

　明治22(1889)年に3円から4円くらいであった下宿料は、日露戦争前後に9円から10円くらいに上がっていた
。大成中学校に明治36（1903）年から38（1905）年まで在学した卒業生は、下宿料は4円50銭が最低、学校の月謝は3円であったと記している
。この月謝は当時としては平均的である
。洪命憙が5年生のとき１年生だった大正3（1914）年卒業生の回想では授業料は月額3円余、下宿料が10円で、下宿生の毎月の経費は20円が普通だったとある。友人たちと共同生活していた洪命憙は、月に25円の仕送りでかなり余裕のある学生生活を送ることができたはずである。そのうえ時々50円、100円ともらったわけだから、当時の一般中学生としては破格に裕福だったと言えるだろう。たとえば洪命憙が卒業した翌年の明治44(1911)年に東京物理学校を出て大成中学校に採用された教師の初任給が22円であった
。当時の教員の給料は特別に安かったとはいえ
、同じ学校の先生より生徒の方が財布の中身はゆたかだったわけだ。いきつけの古本屋がわざわざ発禁本をとっておいてくれたというのも、洪命憙の払いっぷりがそれだけよかったからであろう。ちなみにそのころ都電は4銭、タバコはゴールデンバットが5銭、うな重が40銭、大卒銀行員初任給は40円、高等文官初任給55円、府知事の年俸は4,500円だった
。

李光洙が給付されていた20円という額も、同じ時代の下宿生たちと比べて少ないとはいえない。先に見た『最近調査男子東京遊学案内』（1909）によると、彼が入っていた明治学院の寮費は月に食事込み６円50銭で、授業料が月額２円50銭である
。この本の著者は懇切丁寧に上京学生のためのこまごまとした必要学費を列挙し、しかし「月額20円内外にて優に修業し得べきなり」と書いている
。李光洙の場合、下宿より割安に生活できた分、本を買ったり劇を見に行ったりする余裕があった程度であろう。なお東京までの交通費もきちんと地域別に掲載されており、それによると東京から大阪までが3円66銭、大阪から仁川は9円かかっている。朝鮮への帰国費用はもちろん別途支給されたと思われる。それにしても、明治学院を卒業した李光洙が給料もまともに出ない五山学校に赴任したとき、生活水準の下がり方はどれほどはなはだしかったかが想像される。

おわりに

　1967年に『大成七十年史』をほとんど一人で編集なさったという当時の校長岩下富蔵氏は、編集の重点を「あとになればなるほどわからなくなる旧制中学校時代、三崎町の時代を明らかにすること」におき、当時の資料が震災ですべて焼失しているため、卒業生から在校当時の回想を書いてもらうことを考えついたという。洪命憙の在籍したころの大成中学校の姿を不十分ながら再現することができたのは、岩下校長のこのような編集方針のおかげであり、また一面識もない筆者の不躾なお願いを聞き入れて同校訪問を許可し資料を提供してくださった現在の校長小柴忠正先生のおかげである。お二人に心から感謝する。
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